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☆次ページからの浅田選手のケースでは金額のかわりに「相対NPｌV」を測定尺度として考えていきます。 

確定的優位 
確率的優位 

サイコロを振って、出た目でもらえる金額が異なる、二つの選択肢 
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80万円   1/3          1 
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60万円   1/3          1/3 

50万円   1/3          1 

40万円   1/3          2/3 
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100万円   1/3          1 

60万円   1/3          2/3 

20万円   1/3          1/3 

80万円   1/3          1 

40万円   1/3          2/3 

  0万円   1/3          1/3 

     確率   累積確率 

66.7 

50 

33.3 

累
積
確
率
％ 

100 

0 
0 50 100 

金額（万円） 

確定的に（=常に） P ≻ Q 

：PよりもQの方が望ましい結果になることは
決して無い！ 
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• Tの方が Sよりも望ましい結果になる可
能性はある 

• しかし、どんな値X万円でも； 

  ‐値X以下になる確率は、常にTの方が
大きい（か等しい） 

  ‐逆に言うと、値X以上になる確率は、常
にSの方が大きい（か等しい） 

⇒確率的に S≻ T：“平行移動”的分布 
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累積確率分布の描
き方…選択肢Pの場
合を例にとって： 

•3つのシナリオの
（金額,累積確率）の
3点、即ち、（60,1/3)、
(70,2/3)、(80,1）をプ
ロット 

•3つの点を階段状に
つないで行く 
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